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国士舘大学初等教育学会・会則

第1条　本会は国士舘大学初等教育学会と称する。

第2条　本会は事務局を国士舘大学文学部教育学科初等教育コース内に置く。

第�3条　本会は初等教育の性質に鑑み，広く研究の場を提供すると共に，合わせて相互啓発の場を提供することを目

的とする。

第4条　本会は前条の目的を達成するために次の事業を行う。

　1.�機関誌の発行。

　2. 研究会・講演会の開催。

　3. その他の必要な事業。

第 5条　本会は総会を開催する。

第 6条　本会の会員は次の通りとする。

　1. 国士舘大学文学部教育学科初等教育コースの専任教員。

　2. 国士舘大学文学部教育学科初等教育コースの学生。

　3. その他，入会を希望して，初等教育コースの承認を得た者。

第7条　本会に次の役員を置く。

　1. 委員若干名。

　2. 監査 2名。

第 8条　本会の役員の任期は 1年間とする。ただし再任をさまたげない。

第9条　本会の経費は会費・助成金・寄付金その他をもって当てる。

第10条　本会の会計年度は 4月 1日に始まり，翌年 3月 31日をもって終わる。

付則�1. 本会則は総会に出席した会員の 3分の 2以上の賛成をもって変更することができる。

　　�2. 細則は別に定める。

　　�3. 本会則は平成 11年 4月 1日より施行する。

所在地　〒 154―8515　東京都世田谷区世田谷 4―28―1　国士舘大学文学部教育学科初等教育コース

令和 5（2023）年度会計報告（令和 5年 4月 1日 ~ 令和 6年 3月 31 日）

◆収入の部 ◆支出の部

会費収入 380,000 円 『初等教育論集』第 24 号制作費 125,900 円

雑収入 7円 研修費 130,000 円

共著者掲載料 4,000 通信運搬費 0円

寄付 1,000 会合渉外費 0円

前年度繰越金 645,573 円 福利費 0円

ATM手数料 220円

予備費 0円

次年度への繰越金 774,460円

計 1,030,580 円 計 1,030,580 円
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『初等教育論集』第26号（2025年 3月）

国士舘大学初等教育論集投稿規定

国士舘大学初等教育学会は，その会則（以下「会則」と略記する）第 4条第 1項に定める機関誌として，『初等教

育論集』（以下「論集」と略記する）を発行しているが，その投稿並びに編集に関して以下に定める。

1.� 編集の担当者を，会則第 6条の第 1項による会員（専任教員）の互選により1名以上定める。

2.� 「論集」の記事は，目次や編集後記等，編集の過程で生ずるものの他，次のものとする。

� （1）�本会の会員による投稿のうち，初等教育コースでの承認を経て，編集担当者が適切と判断したもの。

� （2）�会則第 6条第 2項による会員（学生）のうち，当該年度に執筆し，合格したすべての卒業研究の概要。

� （3）�会則第 6条第 2項による会員の卒業研究のうち，別に定める規定による審査によって特に優秀と判定された

ものの全部，もしくは抄録。

� （4）その他，会則・会計報告等，初等教育学会の運営に必要と思われる記事。

3.� �2. の規定に拘わらず，編集の担当者は収録可能ページの判断により，記事の次号送りや収録保留を判断す

ることができる。

また，2.（3）による収録の分量についての判断は，初等教育コースの意を尊重して編集の担当者が行うことと

する。抄録の方法は，編集の担当者が箇所と字数を指示して著者本人が行うか，もしくは，編集担当者が行いその

ような抄録であることを付記するかのどちらかを，著者が選ぶこととする。

4.� �「論集」の発行形態は，電子（オンライン）ジャーナルとする。2. に定めた記事に関して執筆者並びに著者

は，その収録・公表および配付に関して，投稿もしくは提出時に承諾したとみなす。

5.� �4. の規定により，執筆者並びに著者は，その記事に関して著作権等の義務を正統に処理した状態である義

務を負う。特に初等教育学会の責を問われることのないよう誠実に対処する責任を負うこととする。

6.� �記事の提出は，原則として次の締め切りとする。2.（3）の抄録を著者が著者自身で行うこととした場合，

当該年度の 12月末日。その他の記事は，12月 10日。ただし，編集担当者の判断によって，適宜その締め

切りを後に延ばすこともできる。卒業研究の概要は各卒業研究科目ごとにまとめて提出するものとする。

7.� �論集の発行は原則として，3月 1日とする。
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あ と が き

「自ら学び考える力 =生きる力」の育成が新学力観の柱としてうたわれる一方で，昨今のAIの進化は目
まぐるしく，人間がますます自ら学び考える必要がないような世の中になりつつあります。学校内で行わ

れていることと学校外での事象が相容れない状況は，高度成長期以降とくに顕著です。学校教育は「学び」

にシフトしようとしますが，日常生活では考える必要のない世界が広がっていきます。四六時中スマホば

かり眺める現代人。「スマートフォン，賢くなるのは，機械だけ」。私たちは一体，どこへ向かうのでしょう。

教育は，どうなるのでしょう ?
 編集担当 : 菱刈晃夫

執筆者紹介（掲載順）
菱 刈  晃 夫　文学部教授
佐 々 木  浩　文学部教授
小野瀬 倫也　文学部教授　ほか学生
河 野  寛　文学部教授　ほか学生
青 木  聡 子　文学部講師
清 水  優 菜　文学部講師
青 山  絢 菜　学生
朝 倉  梨 奈　学生
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